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 帰国後１ヶ月以内に、チームでまとめた上、JODA海外派遣担当までメールにて送付して下さい 

 JODA理事会にて確認の後に、ホームページに公開します 

 記入時の注意点 

1. このレポートは今後海外派遣レースに参加する選手、役員また日本のジュニアのための資料です 

2. なるべく客観的な立場から、詳細に記入して下さい  

3. 大会本部や運営、他国や他国選手また特定の個人を批判するような記述はしないで下さい 

 写真資料について 

このレポートを補足する資料として必要な場合は、 文中に貼り付けて下さい 

開催地域の様子 ・開催会場のNational Top Sport Center Sailing、Scheveningen はAmsterdam Schiphol空港からバス/車で

風車や運河のあるのどかな景色の中を約１時間程行った所にあった。 

・ハーバーの設備はロッカールームやシャワー、選手全員分のセールたて等とても良かった。 

・ハーバーから徒歩15分位の所にスーパーマーケットがあり、食料の調達もできた。 

・公用語は、オランダ語だったが、英語も多く使われておりコミュニケーションがとりやすかった。 

宿泊場所 ・ハーバーからバスで20分位の所にある、巨大な敷地の公園。 

・敷地内には、各国それぞれのバンガロー、食堂、スーパーマーケット、コインランドリーがあった。 

・バンガロー内にはキッチンもあり、自炊もできた。 

大会のサポーターへ

の対応は 

・サポーターの宿泊、送迎バス、食事等の手配は全て自分達で行い、大会側はノータッチだった。 

・ハーバー内にはSailors Roomと言う大型テントがあり、そこでは全てのレースをMETASAIL（トラッキン

グ システム）により見ることができた。 

・観覧艇は3日目から出ていた。 

選手たちのコンディシ

ョンいつもとどうでした

か？ 

・朝晩は 15℃前後、日中は 25℃位で寒暖差が大きかったが、湿度はとても低く、体調管理がしやすかった

ため、体調を崩す選手はいなかった。 

・パンとチーズ・ハムといったサンドウィッチやパスタが主な食事だったため、3日目ぐらいから食べれなく

なった選手がいた。（自炊で白米を炊く等して日本食を食べた。） 

・メンタル面ではオンとオフの切り替えが上手くできていたように思う。 

サポーターとして気を

つけたことは？ 

・選手たちの健康面、特に食事。 

・サポートボートをシェアしたチームとのコミュニケーション。 

・情報を聞き逃さないように大会側とのコミュニケーション。 

・チーム内のコミュニケーションを良くとる。 



海外の選手を見て感じ

たことは？ 

・体格面では身長の差はあまり感じなかったが、やはり体格が良く、スタミナがありそうだった。 

日本の選手を見て感じ

たことは？ 

 

・知っている英語を全て使って、身振り手振り、意外と積極的に他国選手と楽しく過ごせる。 

Spare dayの過ごし方

は？ 

ありませんでしたが、計測後Volvo Ocean Raceの会場に遊びに行ったり、早くレースが終わった日に皆ん

なで船具屋やスーパーマーケットに行った。 

日本チームとして 

の課題はありましたか 

・遠征先の海でも陸でも、周囲を観察し、状況を把握し、考え、判断して行動する力を更に上げる。 

・語学力 

ＪＯＤＡへの要望 大会側へのエントリーフィー等の送金について 

・今回のように送金締め切り日が選考会翌日、または日が迫ってる場合は、JODAから送金をお願いさせて

頂きたい。 

・大会側がJODA宛の Invoiceで請求し、その invoiceで選手の保護者が大手銀行から送金しようとしたとこ

ろ、半日かけて説明してもセキュリティー上送金を受け付けてもらえなかったため、今後送金方法を見直す

必要があると思う。 

その他 JODAの皆様をはじめ、サポートして下さった皆様ありがとうございました。 

とても貴重な経験となり、また次へのステップに繋げていけたら良いなと思います。 

応援して下さった皆様、本当にありがとうございました。 

  

  

ご協力ありがとうございました 

JODA海外派遣委員会 


